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先行事業（ALCA-SPRING）における成果事例

◆次世代蓄電池プロジェクト「ALCA-SPRING」（2013年度～2022年度）では、大学・国研等のトップレベル研究者をネット
ワークとしてつなぎ、オールジャパンの大規模なチーム型研究開発を展開（40機関・70研究室・約170人が参画）。

産学連携
人材の供給

✓産業界へ持続的に人材を供給。

研究に関わった学生・ポスドク 累計984人
（学部130人、修士619人、博士123人、ポスドク112人）

企業への就職731人、うち電池系580人

✓全固体電池の国内プレーヤーが飛躍的に増加。
異分野研究者の参画も促進。

✓大学のシーズ、企業のデバイス化の知見も持ち
寄り、世界最高レベルの硫黄系正極による全固
体電池を実証し、NEDO事業へ橋渡し。



革新的GX技術創出事業（GteX）※ GteX=Green technologies of eXcellence 令和4年度第2次補正予算 496億円

✓ 単なる要素技術の基礎研究ではなく、研究の縦割りを打破し、DXも積極的に活
用し、材料開発やエンジニアリング、評価・解析等を一気通貫で統合的に推進
するオールジャパンのチーム型研究開発を展開。

✓ 研究進捗等を踏まえチーム体制や研究内容等の不断の見直しを重ね、非連続
なイノベーション創出に挑戦し続けるチームを機動的に構築。

✓ 経産省等との緊密な連携・協働により、技術開発における産学連携・国際連携
や産業界への持続的な人材供給を促進。

✓ 支援対象機関：大学、国立研究開発法人等

✓ 事業規模：研究開発費 385億円（当面5年分）
事業推進費 30.8億円
初期の環境整備に係る設備費 80億円

✓ 事業期間：最長で10年程度
※3年目、5年目等にステージゲート評価を行い、
研究テーマの継続・見直し・中止等を厳正に判断

✓ 重点領域：蓄電池、水素、バイオものづくり
※各領域は複数のチームで構成
※各チームは複数の研究室で構成

国 JST
補助金

※基金造成

委託
大学・国研等

文科省（大学等における基盤的研究開発強化・人材育成）と経産省等（企業等の開発力強化）の緊密な連携・協働

アカデミアにおける研究開発・人材育成 【文科省】 企業等における研究開発・社会実装 【経産省等】

機動的で柔軟な支援により、長期・安定的なマネジメントを確保するため、基金化
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水素領域

＜革新的GX技術の例＞

新規水素吸蔵材料の開発、
高耐久かつより低コストな燃料
電池 等

＜革新的GX技術の例＞

微生物/植物の新規代謝経路・
酵素の解明、ゲノム合成等による
微生物のデザイン 等

バイオものづくり領域蓄電池領域

＜革新的GX技術の例＞

レアメタルフリーで高性能な
多価イオン電池 等

◆2050年カーボンニュートラル実現等の目標達成のためには、既存技術の展開・実装のみならず、非連続なイノベーション
をもたらす「革新的GX技術」の創出が不可欠。我が国のアカデミアが有する基礎研究力の高いポテンシャルを生かし、
企業等における技術開発・社会実装と連携した大学等における基盤研究と人材育成を推進。

事業イメージ事業スキーム

活物質
・正極・負極の高容量化
・革新電池系の正極・負極材の
探索・開発 等

電解質・セパレータ 評価・解析/情報・計算基盤
・材料探索データベース
・シミュレーション技術
・簡易電池試作・安定性評価 等

（次世代蓄電地の例）※イメージ

電池総合技術・システム最適化と併せて、電池システムとしての組合せを意識しながら一体的な研究開発を行う

・新規電解質の探索・開発
 (濃厚電解液、高分子、ゲル等)
・セパレータの構造・機構解明等



実用電池の革新 高安全性 資源制約フリー 軽量・大容量

GteX蓄電池領域の研究開発実施体制

先進リチウムイオン
電池チーム

金村 聖志
（東京都立大学）

総合チームリーダー：金村聖志

正極G 藪内 直明
（横浜国立大学）

負極G 西川 慶
（NIMS）

電解液G 山田 裕貴
（大阪大学）

界面制御G 前吉 雄
太（産総研）

計測G 折笠 有基
（立命館大学）

計算G 袖山 慶太郎
（NIMS）

共通部材・セル試作G
金村 聖志
（東京都立大学）

硫化物型全固体
電池チーム

林 晃敏
（大阪公立大学）

正極G 平山 雅章
（東京工業大学）

負極G 林 晃敏
（大阪公立大学）

固体電解質G
鈴木 耕太
（東京工業大学）

電池総合プロセスG
北浦 弘和
（産総研）

計測・計算G 森 茂生
（大阪公立大学）

酸化物型全固体
電池チーム

入山 恭寿
（名古屋大学）

複合電解質G
入山 恭寿
（名古屋大学）

固体電池基礎G
雨澤 浩史
（東北大学）

デバイス化G
奥村 豊旗
（産総研）

ナトリウムイオン電池
チーム

駒場 慎一
（東京理科大学）

材料開発G
大久保 將史
（早稲田大学）

機構解明G
館山 佳尚
（東京工業大学）

セル設計・評価G
駒場 慎一
（東京理科大学）

マグネシウム蓄電池
チーム

市坪 哲
（東北大学）

正極活物質G 市坪 哲
（東北大学）

正極界面コーティングG
梶原 浩一
（東京都立大学）

負極活物質G 松井雅樹
（北海道大学）

電解液G 万代 俊彦
（NIMS）

計算科学G 中山 将伸
（名古屋工業大学）

解析・分析G 北村 尚斗
（東京理科大学）

セル評価G 八木 俊介
（東京大学）

リチウム硫黄電池
チーム

石川 正司
（関西大学）

硫黄正極材料G
石川 正司
（関西大学）

硫黄対応ソフト電解質G
獨古 薫
（横浜国立大学）

リチウムマネジメントG
片山 靖
（慶應義塾大学）

新規材料プロセスG
栄部 比夏里
（九州大学）

実証フルセル技術G
門間 聰之
（早稲田大学）

共通基盤（蓄電池基盤プラットフォーム） 共通研究機器、分析・解析、データ利活用、電池試作支援など、全電池チームの共通課題を実施

増田 卓也 NIMS 計測基盤G 増田卓也（NIMS） DX基盤G 出村雅彦（NIMS） 自動実験G 松田翔一（NIMS）

領域内で連携して共通課題を解決

プログラムオフィサー（PO）
桑畑 進

大阪大学 名誉教授

20名
13機関

24名
13機関

23名
20機関

20名
17機関

18名
11機関

15名
11機関

リチウム空気電池
チーム

中西 周次
（大阪大学）

電池統合G
中西 周次
（大阪大学）

材料合成G
西原 洋知
（東北大学）

理論分析G
溝口 照康
（東京大学）

10名
8機関

※令和6年9月時点

※R6採択
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魚崎浩平

プログラムディレクター（PD）
魚崎 浩平
北海道大学 名誉教授／NIMS 名誉
フェロー／JST-CRDS 上席フェロー

領域アドバイザー
射場 英紀 トヨタ自動車株式会社
岩崎 裕典 PwCアドバイザリー合同会社
宇恵 誠 早稲田大学
高見 則雄 株式会社東芝
辰巳 国昭 産業技術総合研究所
吉本 信子 山口大学
渡邉 正義 横浜国立大学

◆ JSTにて公募を行い、令和5年10月から研究開発開始。
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